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治岸漁業構造改善事業により簿記おそ化されつ』星野ふ漁業の実態にかんがみ、さ八地区給岸漁民によ

る漁業生産。安定と向上を図るため広イ漁良夜来~，話されしかも投資効果;ðt期持できる館所K大型魚礁を

設置するにあたれその適地判定の基礎と 71る自然於経済前条件を動査した。

五調査内容

(/) 調査期間

昭和 41年?月 28日から今年91130日まで

{討論査区繊

八戸7育館角から青森、岩手両県々墳をでの距岸紋2.00071l，O速の沖合海面

1. 瀦査海面面積 1 9 2 M 

2. 底質調査点 8 7点

3. 水深測定点 222点

4. 地形測定航走距離 1 5 6配置

(3) 誠査船

E開杏船 言式験再評}東英夫 (38.35ドン D1 201や}

(4) 調査事項

1. 自然的条件 水深.底質、海底地罪、被i向減速

2 経済的条件 漁船、漁法、既設漁壊.娯楽努力.漁獲軍事、その他

(si 調査方法

1. 水深地形

之底質

魚郡探知機による

丸川式採泥器による

3. 調査街頭図 5万分の 1の地図を 1.0 0 0 m区間十と枠呂K構成

4 経済的条件 既存資料bよび各漁協から0間取りによる。

盟都査結果

八戸市鮫角から青森岩手県壌にかけた共詞換業績撃事場の沖合 12.000mまでを椴横1.0 0 0 mのマ

ス目に分割して調査したが、海底は一哉vζ平担で、銀竣近唱は、税々複雑~浴影が構成されて会台、天

然漁桜の存在が確認された。

底質は大半が縮砂$>J;:びJl穀混Dの紙砂、で.底質が債の場移t主要量境からE似て約 2lG、 i中4員i)i'C7 K田の天然

魚憾の脅r分と、絞角神約 2Km.大蛇沖約 5K盟、舷角衿 1自治、〆j、英字寝持 14Kaの地点κ僅かKあるκ過
ぎ会:いp

腕海域南寄りでの潮流は 1~1jノットと糊さ九操業上吋婦は考えられ念かった。

権上識査による 5漁協の漁場利用状況.滋業隻主主‘漁業生養状況、その他の諸条件を勘案し.大型魚
9 J 

E絡を投入する場合の適地として記、県墳の基点Aから 56 ~ O. 岳.0(j号無の点 i 0 0 0恨の点、.基

点Eから 56:;日. 6.5 0 0 mO点、 7.5 0 0 mの点、司24点を絡んだ録的 ζ溝えられたe
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